






















る。 « gourmet »なる語はそのため、長くワインを中心とする飲料全般の微妙な味わいの
違いをききわける者について用いられた。今日のように、飲料のみならず広く食物全般に





























（2016 年 6月 25 日、生活美学研究所本年度嘱託研究員特別公開講座における講演に基づく） 



























































































































































































































































































































り、1801 年に近代フランス語に初めて登場する（Le Grand Robert de la langue 
française. Dictionnaire alphabétique et analogique de la langue française, 2e 






3） 丸谷才一『食通知ったかぶり』、文藝春秋、1976［1975］年、235 頁。 




















12） 水野稔による引用（水野稔、前掲書、105 頁）。 
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